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４．研究業績 

(論文) 

武内律志「中央アジアにおけるナナー女神の性質」

『古代オリエント博物館研究紀要』, 19: 55-73, 

1998 

田辺勝美, 山内和也, 石田恵子, 石渡美江, 岩井俊

平, 近藤さおり, 武内律志, 津村眞輝子, 中島裕子, 

古庄浩明, 柳生俊樹, A. ヴォスコフスキー, D. ル

サーノフ「ダルヴェルジン・テパの発掘（2000 年度

調査の概報）」『古代オリエント博物館』, 21: 89-151, 

2000 

５．今後の研究の課題 

1. 雨と関連した執金剛神がガンダーラ美術で表現

されるようになった過程の解明。 

2. 執金剛神の図像表現における他文化の影響の解

明、特に服装に見られる西方の影響が、どのような

過程で採り入れられたかの解明。 

3. 西アジアにおけるヘラクレス信仰の文化的背景

の解明。 

4. 中央アジアから日本までの執金剛神の図像・職

能の変容の背景の解明。 

６．学位論文作成の見通し 

 現在、基礎データの収集ならびに簡単な分析を行

なった段階である。ガンダーラ美術における執金剛

神の職能・美術表現の解明に 1 年半、西アジア・中

央アジアにおけるヘラクレスおよび執金剛神の研究

に 1 年半、計 3 年をめどに博士論文を作成したい。 

７．奨学金 日本育英会 

 

学位論文作成状況(4) 

西野範子(国際社会環境学専攻 1 年) 

１．学位論文題目  

「フーラン村の窯業史」 

２．学位論文の目的  

本論文の目的は、10 世紀から現代まで陶器生産を

行う「フーラン村」の物資文化をめぐる社会環境を

明らかにし、ヴェトナム窯業の手工業としての位置

付けや、生活、社会の変遷を追うことである。考古

学、民族学の両者の方法を用いて分析する。「フーラ

ン村」は、ヴェトナム北部の紅河デルタを流れるカ

ウ川右岸に位置し、バックニン省クエヴォー県に所

属する。 

３．研究進行状況 

本年度はフーラン村の近現代史の調査研究を行う。

2001 年 12 月から 2002 年 1 月のフーラン村での住み

込み調査では、民族学的手法より、参与観察と聞き

取り調査を中心として、1920 年代から現在までの歴

史的変遷を追い、原料採取から製品に至るまでの生

産技術、生産体制や社会的分業等を明らかにした。 

2002 年度の今後の予定として、流通、販売、消費、

使用法など、生産後の陶磁器の行方を追い、陶磁器

の“一生”を把握するため、考古学的視点で民族学

的調査を行う。 

４．論文作成の見通し  

2003 年度から、「フーラン村」の発掘調査を行い、

分類、編年案を作成する。2004 年もしくは 2005 年

には、論文をまとめたいと考えている。 

５．研究業績 

(論文・著作) 

Noriko Nishino「フーラン窯業村」ヴェトナム語）

『考古学の新発見 1996』: 379-380, 1996 (ヴェト

ナム語） 

Nishimura Masanari, Hoang Van Khoan, Nguyen Quoc 

Hoi, Trinh Hoang Hiep, Nishino Noriko, 「ナムデ

ィン省ヴーバン県タインロイ社ソムズォンライゴア

イ、ソム C 地点の試掘調査」『考古学的新発見

1997』:633-637, 1997.（ヴェトナム語） 

Nishimura Masanari, Nishino Noriko, Trinh Hoang 

Hiep, Hirano Yuko, Han Van Khan, Nguyen Quoc Hoi

「ナムディン省ヴーバン県タインロイ社の試掘調査

報告」『考古学の新発見 1998 年』: 453-457, 1998.

（ヴェトナム語） 

西野範子「ベトナム陶磁大生産センターの一窯址-

ホップレー窯址と出土遺物について」『金大考古』第

25 号: 4-8, 1998 

Nishino Noriko, Nishimura Masanari「李陳朝期陶

磁器の重ね焼き技法についての一考察」『考古学の新

発見 1999 年』: 581-583, 1999.（ヴェトナム語） 

Nishimura Masanari, Nishino Noriko, Mukai Ko, 

Han Van Khan, Nguyen Quoc Hoi 「ナムディン省ヴ

ーバン県タインロイ社の第 3 次試掘調査」『考古学の

新発見 1999 年』: 372-377, 1999.（ヴェトナム語） 

西村昌也, 西野範子, Trinh Hoang Hiep, Nguyen 

Quoc Hoi「1997 年夏期考古学調査の概報」『百穀社

通信 第 8 号』: 158-182､1998 

西村昌也, 西野範子, 平野裕子, チン・ホアン・ヒ

エップ, 向井亙「1998 年度と 1999 年度の夏期考古

学調査の概報」『百穀社通信 第 10 号』: 95-145, 

2000 

Nishino Noriko, Nishimura Masanari「ナムディン

省ミーロック県コンチェー、コンティン遺跡陶磁器

の年代、製作技術と役割について」『考古学の新発見

2000 年』: 552-557, 2000（ヴェトナム語） 

Noriko Nishino, Trinh Hoang Hiep, Nishimura 
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Masanari「ナムディン省ヴーバン県タインロイ社 B

村の試掘調査報告」『考古学の新発見 2000 年』: 

541-548, 2000.（ヴェトナム語） 

N.Nishino“CLASSIFICATION AND CHRONOLOGICAL 

SEQUENCE OF TRAN DYNASTY CERAMICS OF VIETNAM(ヴ

ェトナム、陳朝期陶磁器の分類と編年)”『東南アジ

ア考古学会会誌 22 号』掲載予定（英語） 

西野範子「ヴェトナムに於ける陶工と行商人の移動-

フーラン村を事例として-」『旅の文化研究所 研究

報告』no.10 掲載予定 

(学会発表) 

西野範子「出土陶磁器からみるヴェトナム北部バッ

クコック村」古代学協会北陸支部, 1998 年 1 月 

西野範子「李陳朝期陶磁器の重ね焼き技法について

の一考察」（ヴェトナム語）ヴェトナム考古学会議第

34 回, 1999 年 9 月 

西野範子「ナムディン省ミーロック県コンチェー、

コンティン遺跡陶磁器の年代、製作技術と役割につ

いて」（ヴェトナム語）ヴェトナム考古学会議第 35

回, 2000 年９月 

「13—14 世紀のヴェトナム陶磁について」東洋陶磁

学会関西例会,大阪市立東洋陶磁美術館,2001 年 6 月 

Nisino Noriko, CLASSIFICATION  AND 

CHRONOLOGICAL SEQUENCE OF TRAN DYNASTY CERAMICS 

OF VIETNAM(ヴェトナム、陳朝期陶磁器の分類と編

年) International conference “One century of 

Vietnam Archaeology”, ヴェトナム歴史博物館,  

2001 年 12 月.（英語） 

西野範子「ヴェトナムに於ける陶工と行商人の移動-

フーラン村を事例として-」旅の文化研究フォーラム, 

エドモンドホテル, 2002 年 4 月 

西野範子「近現代史におけるフーラン陶器村の変遷」

バックニンシンポジウム,南山大学, 2002 年 6 月 

６．研究助成受給状況 

奨学金、研究員 

日本学術振興会特別研究員(研究奨励金 月額

205,000 円) 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

講演会記録 
2002年６月1日,2日「西アジアの考古学」西ア

ジア考古学会と共催 

記念講演会 司会：佐々木達夫 
角田 文衞（古代学研究所所長、古代学協会理

事長）「考古学の基本問題」 
浅香 正（同志社大学名誉教授）「もう一つのシ

ルクロード－ポンペイと東方世界－」 
研究発表会 司会：三宅 裕 
小高敬寛（早稲田大学）「テル・エル・ケルク

遺跡出土の精製彩文土器」 
安部雅史（東京大学）「農具をつくる先史遊牧

民―ジャフル石刃の研究」 
司会：大津忠彦  
紺谷亮一（岡山市立オリエント美術館）「イラ

ン考古学への新視点」 
足立拓朗（中近東文化センター）「イランにお

ける青銅剣から鉄剣への変化について」 
司会：小泉龍人  
久米正吾（早稲田大学）「タル・イ・バクーンA
遺跡の再検討」 
西本真一（早稲田大学）「古代エジプトの石切

り場調査」 
司会：宮下佐江子 
石田恵子（古代オリエント博物館）「西アジア

の動物印章」 
巽 善信（天理大学参考館）「西アジアの馬面」 
2002年６月13日 下條信行（愛媛大学教授）「弥

生拠点集落は都市か」 
2002年６月15日「金沢大学考古学大会・平成
１４年度」 
村上章義(歴史の杜)「群馬県における民間調査

機関の導入―長野原町の調査」 
庄田知充(金沢市教育委員会)「金沢城下町出土

の年代のわかる火災資料」 
小沢佳憲(福岡県教育委員会)「福岡県吉井町堂

畑遺跡（弥生～古代）の調査成果」 
伊藤伸幸(名古屋大学)「メソアメリカ都市遺跡

発掘調査から」 
2002年６月25日,26日,27日「最新の考古科学を
探る」奈良文化財研究所における文化財分析・

保存・修復 
６月25日 沢田正昭（奈良文化財研究所）「古

代壁画の環境と保存」 

６月26日 肥塚隆保（奈良文化財研究所）「古

代ガラス分析からみた国際交流」 
６月27日 高妻洋成（奈良文化財研究所）「有

機質遺物の分析と保存」 
2002年７月６日 ,７日  [第９回ヘレニズム～イ
スラーム考古学研究] 
9th Annual Meeting of The Japan Society for 
Hellenistic-Islam Archaeological Studies 
2002年７月６日 
挨拶 佐々木 達夫 

司会 田辺 勝美 
武内律志（金沢大学博士課程）「狩猟図におけ

るパルティアン・ショット」Takeuchi Ritsushi, 
The Parthian shot in hunting scenes. 
近藤さおり（東京都立大学博士課程）「スキタ

イの剣・鞘の編年」Kondo Saori, The chronology 
of Scythian swords and scabbards. 
岩井俊平（京都大学博士課程）「クシャン朝期

以後のアム川南北の交流」 Iwai Shunpei, The 
cultural relationship between north and south of the 
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